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10
月
15
日
の
第
28
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
祭
は
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
の

為
、
今
年
度
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
各
自
治
会
役
員
・
選
手
の
皆
様
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
実
行
委
員
会
の
皆
様
、
準
備
・
片
付
等
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
皆
様

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

11
月
4
日
は
途
中
小
雨
も
降
り
ま
し
た
が
、
ね
ぷ
た
運
行
の
頃
に
は
雨
も
上

が
り
、
北
本
ま
つ
り
（
宵
祭
り
）
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
自
治
会

か
ら
大
勢
の
山
車
の
曳
き
手
が
集
ま
り
、
特
に
今
年
は
子
供
さ
ん
が
多
数
参
加

し
て
頂
き
、
威
勢
の
良
い
掛
け
声
が
市
内
に
響
き
渡
り
、
迫
力
満
点
で
し
た
。 
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第
54
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

６
月
3
日(

土)

多
目
的
広
場
に

於
い
て
、
晴
天
の
暑
い
日
、「
熱
中

症
対
策
・
水
分
補
給
」
を
周
知
し
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
午
後
の
途
中
、
埃
が

舞
う
グ
ラ
ン
ド
と
な
り
ま
し
た
が
、

皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
ん

で
プ
レ
ー
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 

第
54
回
結
果 

 

団
体
優
勝 

 

西
高
尾
四
丁
目
A 

 
 

準
優
勝 

本
町 

六
丁
目
A 

 
 

第
三
位 

西
高
尾
六
丁
目
A 

個
人
男
子
優
勝 

原 

厳 
  

西
高
尾
四
丁
目
A 

 
 
 

準
優
勝 

須
永
泰
行 

 

西
高
尾
六
丁
目
A 

 
 
 

第
三
位 

小
川 

満 
 

西
高
尾
八
丁
目
B 

 
 

女
子
優
勝 

加
藤
節
子  

西
高
尾
八
丁
目
A 

 
 
 

準
優
勝 

後
藤
光
子  

本
町
二
丁
目
B 

 
 
 

第
三
位 

竹
内
留
美
子 

本
町
七
・
八
丁
目
A 

 

第
55
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

９
月
２
日(

土)

台
風
一
過
の
後
、

無
事
に
ナ
イ
タ
ー
開
催
が
予
定
通

り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
各
自
治
会

の
皆
様
の
好
プ
レ
ー
で
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
賞
も
続
出
し
て
い
ま
し
た
。

入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

第
55
回
結
果 

団
体
優
勝 

 

本
町
六
丁
目
Ｂ 

 
 

準
優
勝 

本
町
一
丁
目
A 

 
 

第
三
位 

西
高
尾
四
丁
目
A 

個
人
男
子
優
勝 

丹
生
正
一 

 

本
町
六
丁
目
B 

 
 
 

準
優
勝 

市
川
淳
二 

 

本
町
一
丁
目
A 

 
 
 

準
優
勝 

北
森
修
身 
 

本
町
六
丁
目
A 

第
三
位 

井
口
宅
昌  

西
高
尾
七
丁
目
B 

 
 

女
子
優
勝 

齋
藤
幸
子 

 

本
町
六
丁
目
A 

 
 
 

準
優
勝 

田
村
三
津
江 

本
町
一
丁
目
B 

第
三
位 

戸
沢
美
也
子 

 

西
高
尾
四
丁
目

B 

 

生
活
環
境
部
会
報
告 

 
 
 

第
27
回
交
通
安
全
・
防
犯
の
つ
ど
い 

松
永 

透 

 

９
月
27
日
（
水
）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
ホ

ー
ル
に
て
行
い
、
総
勢
118
名
の
方
々
の
参
加
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

来
賓
に
北
本
市
市
民
経
済
部
長
、
鴻
巣
地
区
交
通

安
全
協
会
、
地
区
防
犯
協
会
の
各
北
本
支
部
長
様
を

お
招
き
し
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
又
、
鴻
巣
警

察
交
通
課
、
生
活
安
全
課
の
各
課
長
様
直
々
に
出
席

さ
れ
、
講
話
を
頂
戴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

交
通
課
長
か
ら
は
、
年
輩
者
と
し
て
の
事
故
発
生

率
45
％
、
原
因
は
「
わ
き
見
運
転
」
と
「
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
違
い
」
だ
そ
う
で
す
。
生
活
安
全
課
長
か
ら

は
、
詐
欺
の
被
害
率
が
減
少
し
て
い
る
も
の
の
管
内

で
24
件
４
８
０
０
万
円
だ
そ
う
で
す
。 

被
害
に
合
う
前
に
恥
ず
か
し
が
ら
ず
、
家
族
や
知

人
に
相
談
し
て
下
さ
い
と
の
こ
と
で
す
。
今
回
も
埼

玉
県
警
本
部
よ
り
「
ひ
ま
わ
り
隊
」
に
も
お
願
い
し

て
、「
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
に
係
わ
る
詐
欺
の
手
口

を
寸
劇
に
て
熱
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

最
後
に
交
通
安
全
と
そ
の
対
策
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
今
回
の
講
話
が

今
後
の
生
活
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 

こ
の
集
い
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
皆
様
方
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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保
健
福
祉
部
会
報
告 

 
 
 

第
18
回
普
通
救
命
講
習
会 

 

春
日 

貞
男 

 
普
通
救
命
講
習
会
を
6
月
24
日(

土)

に
実
施
し 

ま
し
た
。
15
町
会
か
ら
の
希
望
者
と
保
健
福
祉
部
員 

を
加
え
た
33
名
の
参
加
の
も
と
、
3
名
の
北
本
消
防

員
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
ご
挨
拶
を
頂
い
た
後
講
習

会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

受
講
内
容
は
①
ビ
デ
オ
鑑
賞
・
応
急
手
当
の
基
礎

知
識
の
説
明
、
②
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
た
実
技
と
し

て
心
肺
蘇
生
法(

胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸)

③
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
使
っ
て
の
電
気
シ
ョ
ッ
ク
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
応
急
処
置
は
、
経
験

が
な
け
れ
ば
戸
惑
う
ば
か
り
で
、
実
践
す
る
事
は

中
々
で
き
ま
せ
ん
。「
命
」
と
い
う
最
も
大
切
な
も
の

を
守
る
た
め
、
常
に
心
に
秘
め
、
い
ざ
と
い
う
時
の

た
め
に
救
命
や
応
急
手
当
に
つ
い
て
の
理
解
と
知
識

と
技
術
を
深
め
、身
に
着
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。 

第
15
回
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
活
動 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

清
美 

 

10
月
1
日(

日)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
て
81
名
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。 

 

一
部
は
、「
歯
と
健
康
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
」
関

根
聰
歯
科
院
長
先
生
の
講
演
で
し
た
。 

 

虫
歯
や
歯
周
病
の
状
態
が
写
真
や
表
で
映
し
出
さ

れ
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
予

防
が
大
事
で
、
原
因
を
改
善
し
て
自
分
の
歯
を
い
つ

ま
で
も
大
切
に
し
よ
う
と
結
ば
れ
ま
し
た
。 

次
に
保
健
福
祉
部
の
西
高
尾
３
丁
目
の
大
塚
鶴
子

さ
ん
か
ら
、「
終
末
期
に
備
え
て
」
提
言
が
あ
り
、
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

二
部
に
は
、西
高
尾
７
丁
目
吉
村
美
喜
先
生
の「
座

っ
て
出
来
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
」
で
体
を
動
か
し
て
、
さ

わ
や
か
な
気
分
で
学
習
会
が
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

第
19
回
三
世
代
交
流
お
楽
し
み
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
村 

清
美 

11
月
11
日(

土)

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
に
於
い
て
、
160
名
の
参
加
者(

内
60
名
の
招
待

者)

は
三
時
間
程
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

前
日
は
保
健
福
祉
部
員
を
中
心
に
、
民
生
委
員
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
会
場
づ
く
り
と
手
作
り
料
理
の

下
ご
し
ら
え
に
当
た
り
ま
し
た
。
当
日
は
西
小
学
校

児
童
と
北
本
中
学
校
生
徒
の
協
力
を
得
て
、
開
催
に

至
り
ま
し
た
。 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
出
演
者
は
、
蓮
田
の
子
供
バ

レ
リ
ー
ナ
9
名
の
愛
ら
し
い
三

歳
児
と
五
、
六
年
生
の
素
晴
ら
し

い
演
技
が
心
に
残
り
ま
す
。 

そ
の
他
西
小
学
校
児
童
の
合

奏
に
感
動
し
、
北
本
中
学
校
男
子

生
徒
の
校
歌
合
唱
は
、
声
量
も
充

分
で
頼
も
し
く
立
派
で
し
た
。 

 

最
後
は
、
琴
遊
会
の
皆
様
に
よ

る
華
麗
な
大
正
琴
の
演
奏
と
全

員
合
唱
で
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、

楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。 

来
年
も
ま
た
元
気
な
顔
を
見

せ
て
下
さ
い
。 
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青
少
年
部
会
報
告 

 
 
 
 

石
臼
体
験
学
習 

 
 
 
 
 

吉
田 

良
江 

 
6
月
16
日(

金)

西
小
学
校
5
年
生
の
石
臼
体
験

学
習
と
し
て
、
部
員
10
名
で
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま

し
た
。
石
臼
君
の
う
た
を
歌
い
、「
手
打
ち
う
ど
ん
作

り
」・「
石
臼
で
粉
引
き
」・「
小
麦
の
成
長
収
穫
ま
で
」

に
分
か
れ
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。
石
臼
は
重
く
、

う
ど
ん
生
地
を
足
で
踏
ん
だ
り
、
打
ち
粉
を
し
て
生

地
を
伸
ば
す
姿
は
真
剣
で
し
た
。
で
き
た
う
ど
ん
を

子
ど
も
達
は
、
美
味
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。 

  

       

西
小
学
校
校
庭
清
掃 

7
月
15
日(

土)

実
施 

北
本
中
学
校
校
庭
清
掃
8
月
19
日(

土)

実
施 

 学
校
ふ
れ
あ
い
祭
り
10
月
28
日
（
土
） 

西
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
に
な
っ
て
行
な
わ
れ
、

子
ど
も
達
に
人
気
の
缶
バ
ッ
チ
作
り
に
部
員
6
名

で
参
加
し
ま
し
た
。 

前
期
子
ど
も
教
室 

料
理
教
室 

7
月
1
日(

土)

2
日(

日)

119
名 

折
紙
教
室 

7
月
29
日(

土)

8
月
5
日(

土)

17
名

習
字
教
室 

7
月
29
日(

土)

30
日(

日)

68
名 

 

期
間
中
に
料
理
、
折
り
紙
、

習
字
の
教
室
を
行
い
、
多
く
の

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

回
数
を
重
ね
る
ご
と
に
笑

顔
が
増
え
、
思
い
思
い
に
工
夫

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
作

品
を
持
ち
帰
り
、
お
父
さ
ん
お

母
さ
ん
に
見
せ
る
の
が
う
れ

し
そ
う
で
し
た
。 

料
理
は
、
家
で
や
っ
て
い
る

子
供
た
ち
も
多
い
な
か
、
先
生

方
の
指
導
の
も
と
楽
し
そ
う

に
作
っ
て
い
ま
し
た
。 

折
り
紙
で
は
、
先
生
方
の
説

明
を
一
生
懸
命
に
聞
い
て
、
お

手
本
の
よ
う
に
上
手
に
折
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

習
字
で
は
、
学
年
ご
と
に
お

手
本
を
見
な
が
ら
書
い
た
も

の
に
、
先
生
方
か
ら
丁
寧
に
筆

を
い
れ
た
ご
指
導
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

後
期
子
ど
も
教
室 

後
期
子
ど
も
教
室
は
12
月
の
左
記
の
期
日
に
実

施
予
定
で
す
。 

折
紙
教
室 

12
月
2
日(

土)

9
日(

土)
 

料
理
教
室 

12
月
16
日(

土)

17
日(

日)
 

習
字
教
室 

12
月
23
日(

土)

24
日(

日)
 

 

公
民
館
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
所
長 

 

鈴
木 

和
幸 

今
年
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
7
月
25
日
か
ら
30

日
ま
で
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 

私
共
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」
は
、
①
運
動

中
心
の
「
テ
ニ
ポ
ン
教
室
」
②
大
変
珍
し
い
弦
楽
器

「
ア
ル
パ
」
を
中
心
と
し
た
演
奏
会
③
民
謡
や
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
ス
、ヨ
サ
コ
イ
な
ど
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る「
発

表
会
・
体
験
会
」
④
生
徒
さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
理

科
お
も
し
ろ
実
験
室
」
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容
で
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
来
年
も
計
画
し
て
お

り
ま
す
。
ご
期
待
下
さ
い
。 

 

編 

集 

後 

記 

 

あ
ゆ
み
発
行
に
つ
い
て
、
今
回
は
雨
の
為
体
育
祭

が
中
止
と
な
り
、
例
年
に
比
べ
編
集
に
苦
労
し
ま
し

た
。
あ
ゆ
み
の
構
成
等
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
要

望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


